
No.２２１８   

御坂山塊、富士山の展望台 本社ケ丸  
実 施 日 平成 17年11月 12日(土) 
天   候 雨後晴 
リーダー 佐藤 金治 
参 加 者   上野キヨ、岡田みどり、一柳 昭、 

岩井康子、小池述史、村上佐知子、 
馬場清士、涌井良明  計９名 
 

コースタイム  ＪＲ高尾駅（7.25中央線）笹子駅(8.30
～8.38)林道終点(9.05～9.10)送電線鉄
塔(10.05～10.10)林道横断(10.20～
10.25)尾根分岐(11.10～11.35昼食)送
電線鉄塔(12.15～12.20)本社ヶ丸
(13.12～13.25)清八峠(13.55～14.00)
東山梨変電所(15.10～15.25)国道
(15.55)笹子駅(16.17～15.47高尾行) 

 
費  用   JR・ホリデーパス2,300円  

大月→笹子230円☓2＝460円 
計 2,760円 

 
笹子駅から歩き始めて間もなく「信州まつり」？との声

が聞こえる、はてここは甲州ではと考え込むが、下に見

える笹一酒造の

「新酒まつり」と

のことであった。

船橋沢筋の林道も

終わり小さな木橋

を渡り登山道に入る。沢を数回渡りながら進みやがて沢

を離れて斜面の急登でタップリ汗を流す。送電線鉄塔に

出ると視界が広が

り周りの山並みの

紅葉や滝子山等が

望めた。稜線を目指

して、自然林の落ち

葉のなか踏み跡を頼りに歩を進めて尾根に出た。 

 尾根道を本社ヶ丸に向かい樹林の中を歩くうちに視

界が開けてきて送電線鉄塔に着いた。 

振り返ると、鶴ヶ鳥屋

山方面の尾根筋の景色

が素晴らしい。本社ヶ

丸もあと少しの地点か

ら視界が開け、てっぺ

んに四つの鉄塔のある三つ峠、その後にそびえる富士山

が望めた。 

本社ヶ丸からの

展望は３６０度

で飽きないが、冬

を間近に北風の

寒さが身にしみて名残り惜しいが、ちょっとした岩場を

慎重に通って清八峠に向かう。 

清 八 峠 か ら

木々の色づきを

横目で見ながら

長い登山道を降

りる、登山道も

やっと沢筋に出て終わり林道となる。東山梨変電所門前

で構内の紅葉したどうだんつつじを見ながら小池さん

からの飲み物で疲れを癒し、長い車道歩きで笹子駅に着

いた。 

 御坂山塊、富士山の展望台、標高１５００ｍ前後の稜

線をたどる山歩きではあったが、いがいときつかった。

皆さんお疲れさまでした、ありがとうございました。 

（記・佐藤金治） 


